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＜連絡事項＞
・特記無し

＜入室情報＞
【入院】
・戸田　廣孝様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
・久保田　トキ様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。
[bookmark: _GoBack]
＜患者様連絡事項＞
・郷呂　久美子様～本人よりドライアイのため点眼薬希望あり、主治医よりヒアレイン点眼薬0.1%　5ml処方となる。また本人より喘息の症状がなくなったため、持参フルティフォーム50エアゾール120吸入中止希望あり、主治医より中止許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察指示あり。開放時他室侵入や脱衣行為あり介入するも行動自制できず早めに終了している。自室内不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時礼節保たれ妄想言動や不穏さなし。自室内危険行動なく臥床し過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察指示あり。その後も脱衣をくり返している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察情報＞
・藪　真弓様～幻聴が強く寝不足と話している。3/28～シクレスト錠　1T　昼食後処方。睡眠薬の追加希望あるが、日中活動をして眠れるように指示あり、午前中もホールでミサンガを編む事が許可となぅている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
左足の痺れ続いているとの事で痛み止め希望あるが、減量と運動を促されてい
る。また、十和田の施設を見学したいと言うが、まだユニット移動して日が経
っていない為許可できないと話している。

・飯岡　未来様～減薬希望あるが、眼球上転の頻度が増える事を伝えられ、「大丈夫です。」と返答している。コレステロール値高い為　3/28～エゼチミブ錠１０ｍｇ 1錠 ロスバスタチンＯＤ錠２．５ｍｇ 1錠　処方となる。

・類家　博治様～4/4～ドネペジル塩酸塩OD（5）1T　1×朝食後　4日分処方となる。

・木村　桂子様～状態安定している為南病棟へ転出可の指示。

・関口　莉那様～体調面では「ふわふわする。ボーっとする」と話し、寝汗があり、２６ツムラ桂枝加竜骨牡蛎湯エキス顆粒２．５ｇ／包処方。皮膚の乾燥あるとの事でヘパリン軟膏処方。入院中は借金の事・自宅部屋の片づけ・退院後の事を行うように話がある。

その他患者様の指示変更、処方変更なく経過観察となる。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和8年3月26日　13：〇
　氏　　名：久保田　トキ（くぼた　とき）様
　生年月日：昭和15年10月21日(85歳）
　病　　名：認知症
　合 併 症：肺癌疑い、バレット食道、食道裂孔ヘルニア
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　認知症の診断でおおぞらクリニック通院中の患者様。おいらせ町にて
　娘夫婦と同居していた。徐々に排泄の処理が自身で行えなくなったこ
　とや介護サービス拒否等もあり施設入所も検討していたが、家族がな
　かなか踏み切れずにいた。令和7年10月には左肺癌が疑われていたが年
　齢や認知症の症状を考慮して積極的な治療の適応ではないと判断され
　経過観察となっていた。令和8年3月10日より肺炎のため三沢市立病院
　へ入院となり、現在は身体治療は終了の段階となっており抗生剤も中
　止の予定となっている。ADLは独歩で常食を摂取。一方、せん妄や易怒
　性、他室侵入などの症状が持続しており、自宅への退院は困難。家族
　より、今後は施設入所の希望があり、精神科治療のため上記時間で東
　病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


＜入院患者情報②＞
日　　時：令和8年3月27日　12：45
　氏　　名：戸田　廣孝（とだ　ひろたか）様
　生年月日：昭和21年4月5日(85歳）
　病　　名：認知症
　合 併 症：糖尿病、高血圧症、脂質異常症、皮脂欠乏性湿疹、
　　　　　　前立腺がん手術歴あり、→アテローム血栓性脳梗塞
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　R3年9月しびれを主訴に田子診療所を受診。脳梗塞の診断にて
　薬物療法開始し症状は改善。R7年2月9日右被殻のアテローム血栓
　性脳梗塞を発症し八戸市立市民病院へ入院し保存的に加療。左不
　全麻痺、注意力低下、脱抑制残存。R7年3月10日、リハビリ目的
　にてメディカルコート八戸西病院へ転入院。同院入院中より、過
　度な要求が見られていた。その後、自宅での生活は難しいため老
　健たっこと特養のショートステイを交互に利用する形をとること
　となり、同年7月2日に老健たっこ入所し田子診療所にて加療継続
　している。入所中はナースコールを頻回に押す事が続き、向精神
　薬での治療も増されたが改善乏しく、指示動作聞き入れ困難、執
　拗なナースコールやスタッフの引き留め行為により他利用者への
　影響も生じ内服調整も難渋している。薬剤調整や環境調整目的に
　て東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
